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今
月
の
主
な
紙
面

●新型コロナウイルス感染予防対策　 1 面

●事務局責任者・重点ポイント説明会　 2 面

●定期講習会場一覧　 5 面

●青年部評議員会　 8 面
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兵
庫
県
電
気
工
事
工
業
組
合
で
は
、平
成
30
年
に「
将

来
構
想
策
定
委
員
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
減
少
、
業
界
の
高
齢
化
な
ど
、
組
合
が
抱

え
る
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、
独
自
の
視
点
か
ら
実
効

性
の
高
い
施
策
を
策
定
し
、
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

時
代
に
即
し
た
新
し
い
組
合
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
各
支
部
よ
り
選
ば
れ
た
若
手
精
鋭
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
議
で
は
こ
れ
ま
で

の
組
合
の
在
り
方
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自
由
な
発

想
と
前
衛
的
な
熱
い
思
い
を
ぶ
つ
け
合
い
、
新
し
い
時

代
の
組
合
事
業
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
主
だ
っ
た
事
業
は
、
電
気
工
事
に
特

化
し
た
L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
の
作
成
販
売
。
現
在
も
多

く
の
方
々
に
ご
購
入
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、「
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
i
n
兵
電
工
」
を
昨
年

11
月
に
神
戸
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
独
身
の
男
女

各
30
名
が
参
加
、
12
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
電
気
工
事
士
く
ん
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
第
二
弾
を

発
売
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
生
活
や
仕
事
の
連
絡
に
使

え
る
ス
タ
ン
プ
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
と

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

岡
上
朗
将
来
構
想
策
定
委
員
会
委
員
長
は
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
振
り
返
っ
て
「
何
よ
り
こ
の
堅
苦
し
い
組
合

を
楽
し
い
も
の
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
楽
し
ん
で
取
り
組
め
る
こ
と
を
考
え

な
が
ら
活
動
し
て
き
ま
し
た
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
時
代
の
新
し
い
組
合
の
姿
を
見
据

え
て
、
新
し
い
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
予
定

で
す
。

▲
第
一
弾

会議の様子

国
交
省 

中
央
建
設
業
審
議
会　

建
設
業
法
第
34
条
準
拠　

「
工
期
に
関
す
る
基
準
の
実
施
を
勧
告
」

適
正
な
工
期
に
よ
る
請
負
契

約
の
締
結
を
促
し
、
働
き
方

改
革
を
促
進
す
る
た
め
、
工

期
に
関
す
る
基
準
を
作
成
・

そ
の
実
施
が
勧
告
さ
れ
た
。

　
「
工
期
に
関
す
る
基
準
」

の
概
要
は
次
の
通
り
と
な
っ

て
い
る
。

第
1
章　
「
総
論
」
請
負
契

約
お
よ
び
工
期
に
関
す
る
考

え
方
・
基
準
の
趣
旨
・
適
用

範
囲
・
受
発
注
者
の
責
務

第
2
章　
「
工
期
全
般
に
わ

た
っ
て
考
慮
す
べ
き
事
項
」

自
然
要
因
・
休
日
法
定
外
労

働
・
工
期
変
更
・
工
期
全
般

に
わ
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
事

項第
3
章　
「
工
程
別
に
考
慮

す
べ
き
事
項
」
工
程
毎
の
考

慮
す
べ
き
事
項

第
4
章　
「
民
間
発
注
工
事

の
分
野
別
考
慮
事
項
」
住
宅

・
不
動
産
・
鉄
道
・
電
力
・

ガ
ス

第
5
章　
「
働
き
方
改
革
・

生
産
性
向
上
へ
の
取
り
組

み
」

第
6
章　
「
そ
の
他
」
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
踏
ま
え
た
工
期
設
定
・

基
準
の
見
直
し

【
建
設
業
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
】

　

日
本
建
設
業
連
合
会
は
、

国
交
省
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
厚

生
労
働
省
か
ら
の
通
知
を
踏

ま
え
、「
建
設
業（
建
設
現
場
）

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

元
請
け
・
下
請
け
問
わ
ず
、

技
能
者
の
生
活
を
守
り
な
が

ら
「
建
設
現
場
」
を
運
営
・

管
理
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

元
請
け
事
業
者
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

主
な
感
染
経
路
で
あ
る
「
接

触
感
染
」
と
「
飛
沫
感
染
」

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
当

該
建
設
現
場
の
立
地
や
工
事

内
容
等
を
十
分
に
踏
ま
え
、

建
設
現
場
や
事
務
所
内
、
現

場
へ
の
移
動
経
路
等
に
お
け

る
従
業
員
や
作
業
員
（
元
請

・
下
請
を
問
わ
な
い
。
一
人

親
方
を
含
む
）
な
ど
の
動
線

や
接
触
等
の
実
態
に
応
じ
た

最
大
限
の
対
策
を
行
う
こ
と

が
必
要
だ
。

　

こ
う
し
た
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

や
建
設
現
場
に
お
け
る
具
体

的
な
対
策
の
一
部
を
抜
粋
・

要
約
し
て
紹
介
す
る
。

（
1
）
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
の
基
本
的
な
考
え
方

◆
接
触
感
染

①
他
者
と
共
有
す
る
物
品
や

ド
ア
ノ
ブ
な
ど
手
が
触
れ
る

場
所
と
頻
度
を
特
定
す
る

②
感
染
対
策

•
他
人
と
共
用
す
る
物
品
や

手
が
頻
回
に
触
れ
る
箇
所
を

工
夫
し
て
最
低
限
に

•
手
や
口
が
触
れ
る
よ
う
な

も
の（
コ
ッ
プ
、箸
な
ど
）は
、

適
切
に
洗
浄
消
毒
す
る
、
紙

コ
ッ
プ
等
を
使
用
す
る
な
ど

特
段
の
対
応

•
入
口
、
施
設
内
に
手
指
の

消
毒
設
備
の
設
置
、
手
洗
い

や
手
指
消
毒
の
徹
底

◆
飛
沫
感
染

①
換
気
の
状
況
を
考
慮
し
つ

つ
、
人
と
人
と
の
距
離
が
ど

の
程
度
維
持
で
き
る
か
、
施

設
内
で
大
声
な
ど
を
出
す
場

が
ど
こ
に
あ
る
か
な
ど
を
特

定
す
る

②
感
染
対
策
（「
三
つ
の
密
」

の
回
避
）

•
人
と
の
接
触
を
避
け
、
対

人
距
離
を
確
保
（
で
き
る
だ

け
2
ｍ
を
目
安
に
）

•
入
場
者
の
整
理
、制
限（
密

に
な
ら
な
い
よ
う
に
）

•
マ
ス
ク
の
着
用
（
気
温
が

高
い
場
合
は
熱
中
症
に
留
意

し
た
対
応
を
す
る
）

（
2
）
建
設
現
場
に
お
け
る

具
体
的
な
対
策
（
抜
粋
）

◆
現
場
事
務
所

•
従
業
員
等
が
で
き
る
限
り

一
定
の
距
離
を
保
て
る
よ

う
、
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

•
換
気
設
備
の
整
備

◆
通
勤
・
建
設
現
場
へ
の
移

動•
車
両
で
移
動
す
る
際
に

は
、
車
両
数
を
増
や
す
、
近

隣
に
借
地
し
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
な
ど
に
よ
り
、

同
乗
・
相
乗
り
を
可
能
な
限

り
避
け
る
よ
う
に
す
る

•
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
場
合
は
、
時
差
出
勤
、
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
な
ど
に

よ
り
混
雑
緩
和
を
図
る

◆
健
康
管
理
・
入
場
制
限

•
現
場
入
場
者
に
対
し
、
事

前
に
、
体
温
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
を
疑
わ

れ
る
症
状
の
有
無
を
確
認
さ

せ
る

•
体
調
の
思
わ
し
く
な
い
者

に
は
各
種
休
暇
制
度
の
取
得

を
奨
励
す
る
な
ど
に
よ
り
入

場
を
制
限
す
る

•
体
温
チ
ェ
ッ
ク
の
導
入
を

行
う

◆
現
場
に
お
け
る
感
染
予
防

•
ド
ア
ノ
ブ
、
電
気
の
ス
イ

ッ
チ
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
、
工
具
、
手
す
り
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
、
ゴ

ミ
箱
、
電
話
、
共
有
の
テ
ー

ブ
ル
、
い
す
等
の
定
期
的
な

消
毒

•
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
・

消
毒
の
励
行
（
特
に
、
休
憩

•
休
息
、
食
事
ス
ペ
ー
ス
を

使
用
す
る
際
は
、
入
退
室
の

前
後
の
手
洗
い
を
徹
底
す

る
）

•
「
三
つ
の
密
」
の
回
避

(朝
礼
や
打
合
せ
、着
替
え
、

食
事
、
休
憩
な
ど
多
人
数
が

集
ま
る
場
面
や
密
室
・
密
閉

空
間
に
お
け
る
作
業
等
に
お

い
て
は
、
他
の
従
業
員
や
作

業
員
と
で
き
る
限
り
2
メ
ー

ト
ル
を
目
安
に
一
定
の
距
離

を
保
つ
）

【
事
業
者
は
現
場
の
実
態
に
応
じ
た
対
応
を
】

　

国
土
交
通
省
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
専
門
家
会
議
の
分
析
・
提
言
等
を
踏

ま
え
、
事
業
者
の
建
設
現
場
や
オ
フ
ィ
ス
に

お
い
て
、
実
態
に
応
じ
た
「
建
設
業
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
参
考
と
し
て
取
り
ま
と
め

た
。

　

事
業
者
は
、
対
処
方
針
の
趣
旨
・
内
容
を

十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

示
さ
れ
た
「
感
染
防
止
の
た
め
の
基
本
的
な

考
え
方
」
と
「
講
じ
る
べ
き
具
体
的
な
対
策
」

等
を
踏
ま
え
、
建
設
現
場
等
の
様
態
等
を
考

慮
し
た
創
意
工
夫
を
図
り
な
が
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に
取
り
組
む
よ

う
努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
緊
急
事
態
宣
言
時
以

外
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
リ
ス
ク
が
低
減
し
、
早
期
診
断

か
ら
重
症
化
予
防
ま
で
の
治
療
法
の
確
立
、

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
等
に
よ
り
企
業
の
関
係
者

の
健
康
と
安
全
・
安
心
を
十
分
に
確
保
で
き

る
段
階
に
至
る
ま
で
の
間
の
事
業
活
動
に
用

い
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
、
関
係
省
庁
や

専
門
家
の
知
見
を
得
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
、感
染
症
の
動
向
や
専
門
家
の
知
見
、

対
処
方
針
の
改
定
等
を
踏
ま
え
、
適
宜
、
必

要
な
見
直
し
が
行
わ
れ
る
。

▼ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
へ 

▲

ＬＩＮＥスタンプ

▲

第
二
弾

感
染
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

感
染
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
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委員会報告（オンライン会議）
☆総合政策会議

● 組織強化に向けて、様々な支援策を検討。組合員実態調査（アンケート）を反
映させて、適切な支援や事業を検討する方針。

● 事業承継のサポート体制についても検討を重ねていく。

◆組織強化ＷＧ（清原三郎担当議員・植草宏介座長　8月28日）

● 第二次（2020年度）答申の方向性を検討。第一次答申（内部強化・対外関係強化）
の更なる深堀を進め、内容を具現化するため個々の施策を詳細に検討していく
方針。

● より重要度の高い事案から優先して進める。そのため資料精査、データの有効
活用に注力していく。

◆未来構想ＷＧ（安田耕一議長・中島啓介座長　9月9日）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い
、
全
日
電
工
連
も
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
の
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
全
日

電
工
連
は
総
会
、
理
事
会
、
全
日
電

工
連
委
員
会
規
程
に
定
め
る
委
員
会

お
よ
び
全
国
青
年
部
協
議
会
の
会
議

に
お
い
て
使
用
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
の
運
用
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り

定
め
た
。

1 

・
総
会
、
理
事
会
に
つ
い
て
は
会

長
が
、
委
員
会
等
お
よ
び
全
国
青

年
部
協
議
会
会
議
に
つ
い
て
は
組

織
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
た
会
議
・
委
員
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

2 
・
こ
こ
で
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

シ
ス
テ
ム
は
、
Z
o
o
m 

V
i 

d
e
o 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t 

i
o
n
s
社
製
シ
ス
テ
ム
を
使
用

す
る
。
但
し
、
上
記
以
外
の
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す

る
場
合
も
あ
り
得
る
。

3 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を

利
用
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

（
1 

）
全
日
電
工
連
総
会
に
つ
い
て

は
、
各
電
工
組
理
事
長
、
そ
の

他
議
事
に
関
係
の
あ
る
関
係
者

（
2 

）全
日
電
工
連
理
事
会
に
つ
い
て

は
、
理
事
・
監
事
、
そ
の
他
議

事
に
関
係
の
あ
る
関
係
者

（
3 

）全
日
電
工
連
委
員
会
規
程
に
定

め
る
委
員
会
等
に
つ
い
て
は
、

委
員
、
そ
の
他
議
事
に
関
係
の

あ
る
関
係
者

（
4 

）全
国
青
年
部
協
議
会
会
議
に
つ

い
て
は
、
役
員
お
よ
び
各
電
工

組
青
年
部
代
表
者
、
そ
の
他
議

事
に
関
係
の
あ
る
関
係
者

4 

・
理
事
会
お
よ
び
各
種
委
員
会
の

理
事
・
委
員
等
が
、
諸
事
情
に
よ

り
開
催
場
所
に
出
席
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、
会
議
・
委

員
会
の
組
織
長
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
出
席

す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

5 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
で

出
席
す
る
者
は
、
会
議
・
委
員
会

等
の
出
欠
席
通
知
書
等
で
そ
の
旨

を
記
載
し
て
回
答
す
る
。

6 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
出
席
は
、
所
属
工
組
会
館
、

組
合
員
事
業
所
、
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
施
設
で
行
う
こ
と
と
す
る
。

7 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
の

Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
全
日

電
工
連
事
務
局
が
設
定
し
管
理
を

行
う
。
該
当
者
に
は
招
待
メ
ー
ル

を
会
議
日
の
前
日
ま
で
に
全
日
電

工
連
事
務
局
が
送
信
す
る
。

8  

・
日
当
に
関
し
て
は
、
全
日
電
工

連
旅
費
支
給
規
程
に
よ
る
。

9 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
利
用
手
順
等
は
、
別
に
定

め
る
。

附
則

本
内
規
は
2
0
2
0
年
8
月
6
日
か

ら
実
施
す
る
。

オンライン会議システム導入に関する内規

全国事務局責任者会議

円
滑
な
事
業
推
進
め
ざ
す

　

全
国
事
務
局
責
任
者
会
議

「
重
点
ポ
イ
ン
ト
説
明
会
」

が
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
実
施

さ
れ
た
。

　

当
初
、
7
月
と
9
月
に
全

日
電
工
連
会
館
で
の
開
催
を

目
指
し
て
調
整
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
の
開
催

と
な
っ
た
。

　

多
く
の
ブ
ロ
ッ
ク
・
工
組

の
事
務
局
責
任
者
に
参
加
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
事
務
局

職
員
に
視
聴
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
9
月
1
日
と

2
日
の
両
日
で
実
施
。
延
べ

1
0
8
名
が
説
明
会
に
参
加

し
た
（
両
日
参
加
含
む
）。

　

今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
・
工
組
に
理
解
と
協
力

オンライン発信
「重点ポイント説明会」

を
い
た
だ
き
た
い
重

点
項
目
に
絞
っ
て
、

全
日
電
工
連
事
務
局

が
担
当
者
ご
と
に
説

明
を
行
っ
た
。

　

電
工
組
女
性
部
設

立
促
進
に
つ
い
て

は
、
設
立
促
進
を
呼

び
か
け
る
と
と
も

に
、
2
0
2
0
年
度

は
「
工
組
女
性
部
設

立
準
備
費
用
」
に
助

成
金
を
設
定
し
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

　

福
利
厚
生
制
度

は
、
2
0
2
1
年
度

の
各
制
度
の
募
集
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
概
要
を

報
告
。
業
務
災
害
補
償
制
度

の
シ
ン
プ
ル
化
や
グ
ル
ー
プ

共
済
制
度
の
改
正
点
も
説
明

し
た
。
ま
た
、
新
設
さ
れ
た

取
引
信
用
保
険
制
度
の
概
要

と
加
入
手
続
き
・
募
集
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
を
行
っ
た
。

　

今
後
の
会
議
開
催
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
発
信
会
議
が
主
流
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

全
日
電
工
連
委
員
会
等
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

導
入
に
よ
る
会
議
ル
ー
ル

（
内
規
）
の
制
定
に
つ
い
て

も
報
告
し
た（（
左
）掲
載
）。

☆技術・認証委員会（植田隆夫委員長・9月17日）

● 総合政策会議ＷＧ第一次答申の中から、委員
会が所管する事項の説明と確認を行った。
● 第一種電気工事士定期講習のオンライン講
習実施要領について、当面の対応策を確認。
採用するシステムや今後のスケジュールを
共有した。
● 第3回議員連盟要請事項の内容を説明。要請
事項について委員間で意見交換を行った。
● 2020年度の第一種電気工事士定期講習の途中経過、電気使用安全月間実施状況な
ども報告された。
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●岩手県工組の損害率実績

年度 損害率

2013 年度（H25） 12.6%

2014 年度（H26） 19.6%

2015 年度（H27） 13.2%

2016 年度（H28） 5.8%

2017 年度（H29） 13.2%

2018 年度（H30） 9.2%

2019 年度（R1） 6.1%

※損害率…保険料に対する支払保険金の割合

※優良組合表彰…年間で制度加入率 70%以上、損害率 20%以下の組合が対象

工組事業トピックス

　

8
月
1
日
か
ら
1
か
月

間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
予
防
対
策
を

取
り
な
が
ら
全
国
で
実
施
さ

れ
た
2
0
2
0
年
度
電
気
使

用
安
全
月
間
（
以
下
、
安
全

月
間
）
の
活
動
報
告
が
ま
と

め
ら
れ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
は
、

各
都
道
府
県
電
工
組
事
務
局

（
48
件
）。

　

①
従
来
通
り
実
施
②
一
部

中
止
③
延
期
し
て
期
間
外
に

実
施
④
全
て
中
止
⑤
そ
の
他

　

以
上
の
5
項
目
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
全
て

の
都
道
府
県
電
工
組
か
ら
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

回
答
を
み
る
と
、
例
年
、

活
発
に
展
開
さ
れ
る
安
全
月

間
の
活
動
は
、
規
模
の
縮
小

や
活
動
の
中
止
な
ど
厳
し
い

対
応
を
迫
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

今
後
、
新
た
に
企
画
ま
た

は
対
策
を
講
じ
実
施
し
た
工

組
の
活
動
報
告
を
取
り
ま
と

め
、
全
国
共
有
を
図
っ
て
い

く
考
え
だ
。

電
気
使
用
安
全
月
間

電
気
使
用
安
全
月
間

活
動
報
告

活
動
報
告

規
模
縮
小
な
ど
厳
し
い
状
況

　

岩
手
県
電
気
工
事
業
工
業

組
合
（
平
野
喜
嗣
理
事
長
）

は
第
三
者
損
害
賠
償
制
度
に

お
い
て
、
加
入
促
進
と
事
故

撲
滅
に
努
め
、
年
間
を
通
し

て
優
秀
な
実
績
を
上
げ
た
工

組
に
贈
ら
れ
る
優
良
組
合
表

彰
を
、
制
度
開
始
以
来
7
年

連
続
で
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

同
工
組
で
は
、
日
頃
の
安

全
作
業
・
事
故
防
止
へ
の
意

識
付
け
を
欠
か
さ
な
い
こ

と
、定
例
の
会
議
に
お
い
て
、

都
度
、
注
意
喚
起
を
行
い
、

継
続
的
な
安
全
作
業
へ
の
意

識
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
組
織
内
の
情
報
共
有

手
段
と
し
て
、
早
期
よ
り
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
通
じ
て
、

　

埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組

合
（
沼
尻
芳
治
理
事
長
）
の

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
は
、

「
組
合
の
あ
る
べ
き
姿
」
の

実
現
に
向
け
、
革
新
の
施
策

及
び
「
業
務
遂
行
の
た
め
に

必
要
な
経
営
資
源
の
効
果
的

な
配
分
計
画
」
を
策
定
す
る

た
め
に
編
成
さ
れ
た
委
員
会

で
す
。

　

検
討
テ
ー
マ
は
以
下
の
通

り
で
す
。

（
1
）
組
織
の
体
制
に
つ
い

て
　

組
合
員
・
支
部
・
本
部
の

一
体
化
に
繋
が
る
組
織
体
制

の
確
立

（
2
）
組
織
の
財
政
強
化
に

つ
い
て

　

活
動
財
源
に
係
る
収
入
源

　

東
京
都
電
気
工
事
工
業
組

合
（
天
野
春
夫
理
事
長
）
で

は
、平
成
29
年
1
月
よ
り「
Ｅ

Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー

ド
」
と
「
燃
料
カ
ー
ド
」
を

組
合
員
向
け
に
斡
旋
し
て
い

ま
す
。

　
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

カ
ー
ド
」
と
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
3
社
（
旧
道
路
公
団
）
が

直
接
発
行
す
る
事
業
者
向
け

の
割
引
カ
ー
ド
で
、
運
送
業

者
と
同
等
の
大
口
・
多
頻
度

割
引
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、

通
常
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
と
比

べ
て
非
常
に
大
き
な
割
引
が

受
け
ら
れ
る
カ
ー
ド
と
な
り

ま
す
。
経
費
削
減
効
果
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
車
両
と
紐

　

和
歌
山
県
電
気
工
事
工
業

組
合
（
狩
谷
典
男
理
事
長
）

は
自
然
災
害
の
多
い
県
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
7

月
に
関
西
電
力
・
和
歌
山
県

・
当
工
組
で
非
常
災
害
協
力

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

立
。
そ
の
後
、
平
成
25
年
3

月
26
日
、
関
西
電
力
㈱
和
歌

山
支
店
と
当
工
組
が
「
非
常

災
害
時
に
お
け
る
設
備
調
査

等
の
協
力
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
非
常
災
害
調
査

協
力
支
援
委
員
会
を
設
置
し

て
、
年
に
一
回
の
実
施
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
、
台
風
21
号
が

近
畿
地
方
に
暴
風
や
高
潮
を

も
た
ら
し
大
規
模
な
大
停
電

各工組の現状の各工組の現状の
　　取り組みをご紹介　　取り組みをご紹介

全日電工連は、電気工事業全国大会で、各工組が展開している事業を組

合・組合員に広くお知らせし周知徹底をしています。

優良事業の水平展開を図り、それぞれが事業を取り入れて組織の更なる

活性化の一助となることが目的です。

今号では、各工組事業トピックスとして、各工組の現状の取り組みをご

紹介いたします。

岩

手

県

埼

玉

県

和

歌

山

県

東

京

都

事
故
防
止
と
安
全
教
育
の
秘
訣

各
重
要
課
題
の
具
体
的
施
策
を
検
討

組
合
員
向
け
カ
ー
ド
斡
旋

協
定
に
基
づ
き
応
援
実
施

が
発
生
し
た
際
、「
非
常
災

害
時
に
お
け
る
設
備
調
査
等

の
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」

に
基
づ
く
応
援
要
請
が
あ

り
、
電
力
社
員
と
合
同
で
電

力
な
ら
び
に
お
客
さ
ま
の
設

備
調
査
の
応
援
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

現
場
で
は
、
設
備
巡
視
に

づ
け
た
カ
ー
ド
で
す
の
で
、

業
務
外
利
用
の
防
止
や
月
々

の
請
求
書
や
利
用
明
細
の
確

認
も
ラ
ク
に
な
り
、
非
常
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
燃
料
カ
ー
ド
」
は
、
全

国
ど
こ
の
ス
タ
ン
ド
で
も
一

律
価
格
で
給
油
が
で
き
る
カ

災
害
情
報
、
事
故
防
止
啓
発

に
関
す
る
通
知
を
組
合
員
に

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

平
野
理
事
長
は
、「『
ヒ
ュ

ー
マ
ン
エ
ラ
ー
ゼ
ロ
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
組
合
全

体
の
安
全
に
対
す
る
意
識
向

上
を
常
日
頃
か
ら
図
っ
て
お

い
ま
す
。

　

今
後
、無
事
故
、

安
全
作
業
に
努
め

て
い
る
組
合
員
に

対
し
、
安
全
優
良

事
業
所
理
事
長
表

彰
の
贈
呈
も
検
討

し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

り
、
各
組
合
員

の
安
全
意
識
に

よ
り
、
不
用
意

な
事
故
を
起
こ

さ
な
い
た
め
の

意
識
づ
け
を
、

あ
ら
ゆ
る
場
面

で
継
続
的
に
行

う
こ
と
が
重

要
」
と
語
っ
て

の
確
保
。
財
務
体
質
強
化
の

施
策
。

（
3
）
若
手
技
術
者
の
育
成

に
つ
い
て

　

高
校
、
大
学
、
専
門
校
等

の
教
育
機
関
と
の
関
係
強

化
。資
格
取
得
の
支
援
事
業
。

　

現
在
は
、
組
合
及
び
支
部

の
「
強
み
」「
弱
み
」

「
機
会
」「
脅
威
」
を

掛
け
合
わ
せ
る
ク
ロ

ス
分
析
を
行
い
、
ビ

ジ
ョ
ン
（
方
向
性
）

を
導
き
出
し
て
戦
略

・
具
体
策
を
精
査
。

優
先
度
の
高
い
も
の

を
決
定
し
て
「
実
現

可
能
性
の
あ
る
抜
本

対
策
」
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
組
合
創
立
70
周
年

記
念
式
典
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
お

よ
び
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

発
表
に
向
け
て
、
各
重
要
課

題
に
対
す
る
具
体
的
な
施
策

な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

加
え
道
路
を
阻
む
倒
木
処
理

や
垂
れ
下
が
り
電
線
の
巻
き

取
り
処
理
な
ど
、
多
種
多
様

な
事
象
に
戸
惑
い
な
が
ら
も

電
力
社
員
と
協
力
し
復
旧
応

援
に
従
事
し
「
電
力
保
安
の

確
保
」
に
つ
な
が
る
活
動
が

で
き
ま
し
た
。

ー
ド
で
、
特
に
割
高

な
都
市
部
で
の
メ
リ

ッ
ト
が
大
き
く
、
通

常
の
法
人
契
約
カ
ー

ド
に
比
べ
利
便
性
が

高
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
ち
ら
の

カ
ー
ド
も
、
ま
ず
は

無
料
診
断
を
行
い
、

現
状
よ
り
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
場
合
に
の
み

導
入
を
検
討
い
た
だ
く
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
運
用
し
て
い

ま
す
。
チ
ラ
シ
で
の
Ｐ
Ｒ
を

定
期
的
に
行
う
こ
と
で
組
合

事
業
と
し
て
定
着
し
、
多
く

の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

0%

21%

79%

17%

29%

10%

44%

0% 2%

83%

15%

■従来通り実施　■全て中止
■変更有

■従来通り実施　■中止した
■郵送･縮小して実施　■その他

■従来通り実施　■中止した
■縮小して実施　■その他
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2020年　全国労働衛生週間ポスター

　

全
国
労
働
衛
生
週
間
（
10

月
1
日
か
ら
10
月
7
日
）は
、

働
く
人
の
健
康
の
確
保
・
増

進
を
図
り
、
快
適
に
働
く
こ

と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
に

取
り
組
む
週
間
だ
。

　

労
働
者
の
健
康
を
め
ぐ
る

状
況
に
つ
い
て
は
、
脳
・
心

臓
疾
患
、
精
神
障
害
の
労
災

認
定
件
数
は
、
こ
こ
数
年
は

7
0
0
件
台
で
推
移
し
、
ま

た
、
仕
事
や
職
業
生
活
に
関

す
る
強
い
不
安
、
悩
み
ま
た

は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
労
働

者
は
、
依
然
と
し
て
半
数
を

超
え
て
い
る
（
平
成
30
年
労

働
安
全
衛
生
調
査
（
実
態
調

査
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
過
労
死
等
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
働
き
方
改
革
の

推
進
と
相
ま
っ
て
、
長
時
間

労
働
に
よ
る
健
康
障
害
の
防

止
対
策
及
び
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
の
推
進
が
必
要
だ
。

　

日
本
の
労
働
人
口
の
約
3

人
に
1
人
が
何
ら
か
の
疾
病

を
抱
え
な
が
ら
働
い
て
い
る

中
で
、
職
場
に
お
い
て
、
病

気
を
抱
え
た
労
働
者
の
治
療

と
仕
事
の
両
立
へ
の
対
応
が

必
要
と
な
る
場
面
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、「
事
業
場
に
お
け
る
治

療
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
周

知
啓
発
等
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
企
業
の
意
識
改
革
や

地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の

強
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

今
年
度
は
「
み
な
お
し
て　

職
場
の
環
境　

か
ら
だ
の
健

康
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

全
国
労
働
衛
生
週
間
を
展
開

し
、
事
業
場
に
お
け
る
労
働

衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
自
主
的
な
労
働
衛

生
管
理
活
動
の
一
層
の
促
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
【
三
つ

の
密
】
を
避
け
る
こ
と
を
徹

底
し
つ
つ
、
全
国
労
働
衛
生

週
間
を
実
施
す
る
。

①
密
閉
空
間
（
換
気
の
悪
い

密
閉
空
間
で
あ
る
）

②
密
集
空
間
（
多
く
の
人
が

密
集
し
て
い
る
）

③
密
接
空
間
（
お
互
い
に
手

を
伸
ば
し
た
ら
届
く
距
離
で

の
会
話
や
発
声
が
行
わ
れ

る
）

★
全
国
労
働
衛
生
週
間
中
に

実
施
す
る
事
項

①
事
業
者
や
総
括
安
全
衛
生

管
理
者
に
よ
る
職
場
巡
視

②
労
働
衛
生
旗
の
掲
揚
及
び

ス
ロ
ー
ガ
ン
等
の
掲
示

③
労
働
衛
生
に
関
す
る
優
良

職
場
、
功
績
者
等
の
表
彰

④
有
害
物
の
漏
え
い
事
故
、

酸
素
欠
乏
症
等
に
よ
る
事
故

等
緊
急
時
の
災
害
を
想
定
し

た
実
地
訓
練
等
の
実
施

⑤
労
働
衛
生
に
関
す
る
講
習

会
・
見
学
会
等
の
開
催
、
作

文
・
写
真
・
標
語
等
の
掲
示
、

そ
の
他
労
働
衛
生
の
意
識
高

揚
の
た
め
の
行
事
等
の
実
施

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
の
実
施
に
つ
い
て

　

経
済
産
業
省
か
ら
、
指
定
講
習
機
関
第
1
号 

一
般
財
団

法
人
電
気
工
事
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
講
習
セ
ン
タ

ー
）
へ
定
期
講
習
の
実
施
要
項
の
通
達
が
あ
っ
た
こ
と
を
受

け
、
講
習
セ
ン
タ
ー
と
全
日
電
工
連
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
実

施
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
般
、
講
習
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
最
終
確
認
な
ど
実
施
の

目
途
が
立
ち
ま
し
た
の
で
、
受
講
者
へ
の
案
内
等
を
整
備
し

て
お
知
ら
せ
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

◎
受
付
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
な
ど
講
習
会
場
の
運
営
方
法
が
変

わ
っ
て
い
る
中
で
の
導
入
を
不
安
視
し
て
い
る
工
組
が
あ
る

こ
と
や
全
日
電
工
連
に
お
け
る
講
習
会
で
の
テ
ス
ト
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
中
は
各
工
組
で
の
テ
ス
ト
を

含
め
た
導
入
と
し
、
2
0
2
1
（
Ｒ
3
）
年
4
月
1
日
か
ら

の
本
格
的
な
導
入
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

み
な
お
し
て　

職
場
の
環
境　

か
ら
だ
の
健
康

令
和
2
年
度

全
国
労
働
衛
生
週
間

全
日
電
工
連
バ
ッ
ヂ

　

全
日
電
工
連
の
団
体
章
は
、
電
気
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

パ
ワ
ー
）
の
還
元
、
光
・
電
流
の
輪
が
重
な
る
こ
と
で

明
る
い
未
来
を
表
現
し
て
お
り
、
ま
た
、
輪
は
組
合
員

の
強
い
団
結
力
を
表
現
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
購
入
に
つ
い
て

・
申
込
方
法

　

所
属
す
る
都
道
府
県
工
組

　
（
本
部
・
支
部
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
販
売
価
格

　

1
個　

6
、
5
0
0
円
（
税
込
）

お

申

し

込

み

は

所

属

工

組

へ

団

体

章

を

販

売

中

団

体

章

を

販

売

中

第
一
種
電
気
工
事
士
定
期
講
習

第
一
種
電
気
工
事
士
定
期
講
習

　

全
日
電
工
連
オ
ー
ト
リ
ー
ス
制
度

で
は
、
災
害
時
の
Ｅ
Ｖ
等
に
よ
る
非

常
用
電
源
活
用
促
進
を
目
的
と
し
た

日
産
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
＋
可
搬
型
給
電
器

「
パ
ワ
ー
ム
ー
バ
ー
」（
ニ
チ
コ
ン
製
）

の
取
り
扱
い
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

（
機
関
紙
第
6
1
7
号
・
9
月
1
日

付
け
既
報
）。

　

ニ
チ
コ
ン
製
の
パ
ワ
ー
ム
ー
バ
ー

は
日
産
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
を
始
め
と
す
る
Ｅ

Ｖ
以
外
に
、
プ
リ
ウ
ス
等
の
プ
ラ
グ

イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
も
対
応

し
、
停
電
時
に
お
け
る
家
庭
や
事
務

所
で
の
電
源
供
給
を
可
能
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
日
産
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
以
外

の
パ
ワ
ー
ム
ー
バ
ー
対
応
車
種
を
含

め
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
ご
紹
介
し
ま

す
（
詳
細
は
下
図
）。

　

尚
、
掲
載
の
車
種
に
つ
い
て
も
、

全
日
電
工
連
オ
ー
ト
リ
ー
ス
制
度
で

の
取
り
扱
い
可
能
で
す
が
、
お
見
積

に
つ
い
て
は
個
別
対
応
と
な
り
ま

す
。
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

工
業
組
合
ま
た
は
オ
リ
ッ
ク
ス
自
動

車
営
業
担
当
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

※
対
応
車
種
に
よ
り
総
電
力
量
が
異

な
る
た
め
、
電
源
供
給
の
性
能
に
は

差
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

可
搬
型
給
電
器
「
パ
ワ
ー
ム
ー
バ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　

対
応
車
種
取
り
扱
い
に
つ
い
て

全
日
電
工
連
オ
ー
ト
リ
ー
ス
制
度



第618号 2020年（令和2年）10月1日全 日 電 工 連（5）

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

青森 12月 3 日 木 111002
青森県火災共済会館
6階 大会議室

青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

宮城 12月11日 金 113003 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

秋田 12月17日 木 114001
秋田市文化会館
5階 大会議室

秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

山形 12月 8 日 火 115002
山形ビッグウイング
（山形国際交流プラザ）

山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

福島 12月15日 火 116005 福島県青少年会館 2 階
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

関
東 神奈川 12月22日 火 127022 神奈川県電気工事会館

神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

中
部

長野 12月 1 日 火 131002
長野地域職業訓練センター
2階 視聴覚教室

長野県電気工事業工業組合
℡026-232-4675

岐阜
12月 2 日 水 132002 OKBふれあい会館 岐阜県電気工事業工業組合

℡058-263-220712月10日 木 132003 ワークプラザ岐阜

愛知 12月11日 金 134012
名古屋国際会議場
431・432

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

北
陸 石川

12月 7 日 月 142003
石川県地場産業振興センター

石川県電気工事工業組合
℡076-269-788012月 8 日 火 142004

近
畿

京都 12月 9 日 水 152003
京都テルサ 東館
3階 大会議室

京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

大阪
12月16日 水 153015

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-614712月17日 木 153016

兵庫 12月 1 日 火 154011 兵庫県電気工事技術会館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

四
国 徳島 12月 8 日 火 171003

徳島県JA会館
（本館 すだちホール）

徳島県電気工事業工業組合
℡088-622-7377

九
州 長崎 12月10日 木 183004 長崎県勤労福祉会館

長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

2020年12月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌
1月14日 木 103006

北海道電気会館 6階
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-04201 月19日 火 103007

東
北

福島 1月14日 木 116006
ビッグパレットふくしま
3階 中会議室

福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

新潟
1月15日 金 117009

新潟ユニゾンプラザ
4階 大研修室 新潟県電気工事工業組合

℡025-229-1587
1 月19日 火 117010 クロスパルにいがた

関
東

群馬
1月14日 木 123003

前橋問屋センター会館 2 階
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-50161 月27日 水 123004

埼玉

1月13日 水 124014

埼玉電気会館 5 階 大会議室
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-0242

1 月17日 日 124015

1 月19日 火 124016

1 月21日 木 124017

神奈川

1 月14日 木 127023

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

1 月15日 金 127024

1 月17日 日 127025

1 月18日 月 127026

山梨 1月19日 火 128003 山梨県電気会館 2 階
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

長野 1月26日 火 131003 松筑建設会館 3 階 大会議室
長野県電気工事業工業組合
℡026-232-4675

静岡 1月19日 火 133003 サーラシティ浜松 3 階
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

愛知

1月 6日 水 134014 名古屋国際会議場
141・142 愛知県電気工事業工業組合

℡052-971-7151
1 月 8 日 金 134015

1 月10日 日 134016 名古屋国際会議場
431・4321 月29日 金 134017

三重
1月14日 木 135002

三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-48621 月27日 水 135003

近
畿 大阪

1月17日 日 153018

大阪府電気工事技術会館
6階

大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

1 月18日 月 153019

1 月21日 木 153020

1 月22日 金 153021

中
国 広島

1月26日 火 164004 広島県情報プラザ
多目的ホール

広島県電気工事工業組合
℡082-241-17311 月15日 金 164005

四
国 香川 1月26日 火 172002 香川県土木建設会館

香川県電気工事業工業組合
℡087-816-1433

九
州

福岡
1月12日 火 181005

福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-77471 月19日 火 181006

鹿児島
1 月13日 水 187003

鹿児島県市町村自治会館
鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-55071 月15日 金 187004

2021年1月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

関
東 栃木 2月10日 水 122003 護国会館

栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-1931

中
部 愛知

2月 9日 火 134018
名古屋国際会議場
431・432

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

2 月17日 水 134019

2 月19日 金 134020

2021年2月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

関
東

千葉

11月 9 日 月 125011 

千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

11月10日 火 125008 

11月11日 水 125010 

11月15日 日 125009 

神奈川

11月 4 日 水 127017

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

11月17日 火 127011 

11月24日 火 127021 

近
畿

京都 11月13日 金 152004
京都テルサ 東館
3階 Ｂ・Ｃ会議室

京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

大阪 11月25日 水 153017 大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

兵庫 11月18日 水 154006 兵庫県電気工事技術会館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

四
国 愛媛

11月 5 日 木 173002 リジェール松山
愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-301111月12日 木 173003 

西条市総合文化会館
1階 小ホール

九
州
・
沖
縄

長崎 11月27日 金 183002 アルカスSASEBO
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

大分
11月 6 日 金 185003 大分県教育会館

1階 多目的ホール
大分県電気工事業工業組合
℡097-568-214611月20日 金 185002 

宮崎
11月12日 木 186001 延岡市職業訓練支援センター

301大研修室
宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-738811月18日 水 186003 

沖縄 11月18日 水 191004 
沖縄産業支援センター
1階 大ホール

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-855-5230

2020年11月

第一種電気工事士定期講習     
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点により、定期講習が
中止・延期となる可能性がございます。
　中止・延期が決定した場合は（一財）電気工事技術講習セン
ターのホームページに掲載致します。

2020年11月～2021年 2 月
所属工組の講習を受講しよう！

指定講習機関第1号　一般財団法人電気工事技術講習センター

（以下、講習センター）に登録していただいた方には、受講期限

を超えないように、みなさまの受講期限に「講習のご案内」をい

たします。講習センターからの「講習のご案内」により受講いた

だきますようお願いいたします。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ



第618号 2020年（令和2年）10月1日全 日 電 工 連 （6）

業界の社会的地位向上と経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン
ア イ ト ス ㈱
ア イ ホ ン ㈱
ア サ ダ ㈱
因 幡 電 機 産 業 ㈱
㈱ 遠 藤 照 明
㈱ カ ワ グ チ
河 村 電 器 産 業 ㈱
共 立 電 気 計 器 ㈱
㈱ シ ー エ ス エ ー
㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ
㈱ ダ イ テ ッ ク
大 光 電 機 ㈱
タ キ ゲ ン 製 造 ㈱
Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱
東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱
㈱ 戸 上 電 機 製 作 所
内 外 電 機 ㈱
㈱ 西 田 製 作 所
ニ チ コ ン ㈱
㈱ ニ チ フ
日 東 工 業 ㈱
日 本 電 機 産 業 ㈱
ネ グ ロ ス 電 工 ㈱
パナソニック㈱ライフソリューションズ社
日 置 電 機 ㈱
㈱ ホ タ ル ク ス
マ サ ル 工 業 ㈱
マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＩＴ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

住 友 生 命 保 険　(相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス

全 日 電 工 連 協 賛 会 社

優良製品・商品をご使用下さい！

協賛会社商品紹介§ § § §
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見舞金

【兵庫】 美方郡 中野電工 中野正人様 入院見舞

【秋田】 湯沢市 ㈾秋南電設 住谷正宏様 全半焼

【福岡】 大牟田市 ㈲木下電業社 木下雅輝様 床上浸水

【福岡】 久留米市 ㈱ナイガイ 古財琢磨様 床上浸水

【福岡】 久留米市 正和電機㈱ 松田勉様 床上浸水

【福岡】 大牟田市 明星電気㈱ 綿貫裕記様 床上浸水

【福岡】 大牟田市 ㈱池松電設 池松政雄様 床上浸水

【大分】 大分市 ㈱南部電気工事 三重野亮様 床上浸水

【熊本】 葦北郡 ㈱白坂電気設備 白坂ひとみ様 床上浸水

【熊本】 葦北郡 ㈲アサヒ電気設備 柳詰俊治様 床上浸水

【鹿児島】 鹿屋市 ㈱中央電機 秋永賢一様 床上浸水

弔慰金　▶病死・その他
【山梨】 南巨摩郡 望月電業 望月勇様 81

【千葉】 船橋市 ㈱斉藤電気商会 斉藤正美様 78

【岐阜】 加茂郡 ㈲飯盛電気商会 飯盛正人様 64

【大阪】 大阪市 創電設備㈱ 井本勝久様 76

【広島】 安芸郡 ㈲マツモト電気 松本則義様 70

【広島】 呉市 進栄電設㈱ 中本貢様 65

【徳島】 鳴門市 松前電機㈲ 松前佳輝様 51

【大分】 日田市 花月電機工業所 財津豊様 74

　

機
関
紙
「
全
日
電
工
連
」
は
、
よ
り
一
層
愛
読
さ
れ

る
機
関
紙
を
目
指
し
、
平
成
23
年
（
2
0
1
1
年
）
1

月
号
（
第
5
0
1
号
）
か
ら
の
全
面
カ
ラ
ー
化
に
と
も

な
い
、
各
電
工
組
の
紹
介
・
工
組
自
慢
・
我
が
街
自
慢

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
紙
面
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。

　

そ
の
中
で
、
平
成
23
（
2
0
1
1
）
年
3
月
か
ら
掲

載
し
て
い
た
組
合
員
寄
稿
に
よ
る
コ
ラ
ム「
得
意
満
面
」

が
1
0
0
回
を
迎
え
た
。

　

組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
こ
の
節
目
を
機
に
冊
子
に
ま
と
め
て
寄
稿
者
は
じ

め
関
係
各
位
に
お
届
け
す
る
。

　

同
書
は
、
Ａ
5
判
サ
イ
ズ
1
3
6
ペ
ー
ジ
。
10
月
中

旬
の
発
刊
を
予
定
し
て
い
る
。

コ

ラ

ム
「

得

意

満

面

」

冊
子
に
編
集
し
て
発
刊

　

国
土
交
通
省
は
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
活
用
に
向
け
て
、
経

営
事
項
審
査
（
経
審
）
を
改
正
し
た
（
令
和
2

年
4
月
1
日
施
行
）。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
レ
ベ
ル
判
定
を
活
用
し
て
、
優

れ
た
技
能
を
有
す
る
建
設
技
能
者
を
雇
用
す
る

事
業
者
を
評
価
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
お
い
て
以
下
の
レ
ベ
ル
を
取
得

し
た
も
の
を
技
術
職
員
数
（
Z
1
）
の
技
術
職

員
区
分
・
資
格
に
追
加
し
、
所
要
の
評
点
を
付

与
す
る
こ
と
と
し
た
。

(1) 

国
土
交
通
大
臣
が
認
定
し
た
建
設
技
能
者
の

能
力
評
価
基
準
に
よ
り
レ
ベ
ル
4
と
判
定
さ

れ
た
者
に
つ
い
て
、「
登
録
基
幹
技
能
者
」

同
等
の
レ
ベ
ル
と
し
て
評
価
し
、
3
点
の
評

点
を
付
与
す
る
。

(2) 

国
土
交
通
大
臣
が
認
定
し
た
建
設
技
能
者
の

能
力
評
価
基
準
に
よ
り
レ
ベ
ル
3
と
判
定
さ

れ
た
者
に
つ
い
て
、「
技
能
士
1
級
」
同
等

の
レ
ベ
ル
と
し
て
評
価
し
、
2
点
の
評
点
を

付
与
す
る
。

【従　来】
1級監理
受講者

（必要な資
格は評点
5点者と
同様）

【令和 2年 4月 1日施行】
1級監理
受講者

（必要な資
格は評点
5点者と
同様）

技術者
資格
1級

技術者
資格
1級

登録基幹
技能者

登録基幹
技能者

レベル 4
の建設　
技能者

技術者資
格 2級ま
たは技能
士 1級

技術者資
格 2級ま
たは技能
士 1級

レベル 3
の建設　
技能者

技能士 2
級同等有
資格者＋
実務経験

技能士 2
級同等有
資格者＋
実務経験

1点 2点 3点 5点 6点 1点 5点 6点
2点 3点

} }
経審の改正

ＣＣＵＳレベル
判定結果を
技術力評価対象

徳
島
県
電
工
組

　

徳
島
県
電
気
工
事
業
工
業

組
合
（
後
藤
田
裕
理
事
長
）

の
鴨
島
支
部
は
8
月
29
日
、

子
供
達
や
地
域
住
民
の
防
犯

の
た
め
、
地
元
の
小
・
中
・

高
等
学
校
8
校
周
辺
の
通
学

路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
街
路

灯
の
清
掃
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
た
。

　

組
合
員
34
名
が
高
所
作
業

車
な
ど
を
使
い
2
1
4
基
の

街
路
灯
を
清
掃
、
点
検
し
た

結
果
、
18
箇
所
で
器
具
や
自

街
路
灯
の
清
掃
点
検

街
路
灯
の
清
掃
点
検

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

動
点
滅
器
な
ど
の
不
良
が
見

つ
か
り
、
市
役
所
の
担
当
課

へ
改
修
を
依
頼
し
た
。

　

ま
た
、
周
辺
住
民
に
全
日

電
工
連
作
成
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
と
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
し
、
電
気
の
安
全
使

用
や
節
電
な
ど
を
呼
び
か
け

た
。

　

こ
の
活
動
は
、8
月
の「
電

気
使
用
安
全
月
間
」
行
事
の

一
環
と
し
て
2
0
0
7
年
か

ら
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、

長
野
県
電
工
組

　

長
野
県
電
気
工
事
業
工
業

組
合
（
藤
沢
一
三
理
事
長
）

と
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ

ド
長
野
営
業
所
は
8
月
28

日
、
長
野
県
須
坂
市
の
臥
竜

公
園
で
配
線
診
断
と
灯
具
清

掃
を
実
施
し
た
。

　

8
月
の
電
気
使
用
安
全
月

間
の
一
環
と
し
て
、
臥
竜
公

園
の
街
路
灯
を
は
じ
め
、
電

気
器
具
等
の
点
検
・
清
掃
を

行
う
と
と
も
に
、
電
気
の
安

全
で
上
手
な
使
い
方
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。

　

参
加
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に

務
め
な
が
ら
配
電
盤
の
配
線

診
断
や
点
検
と
清
掃
を
行
っ

た
。

　

ま
た
、
須
坂
市
や
小
布
施

町
、
高
山
村
、
長
野
市
若
穂

地
区
を
広
報
車
で
巡
回
し
、

電
気
の
安
全
使
用
の
啓
発
を

図
っ
た
。

公

園

で

配

線

診

断

公

園

で

配

線

診

断

地
元
新
聞
や

自
治
体
広
報

誌
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
、

電
気
工
事
業

界
の
認
知
度

の
向
上
と
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
貢
献
し

て
い
る
。

全日本電気工事業工業組合連合会2017年（平成29年）7月1日

吉
川　

浩

島
根
県
電
気
工
事
工
業
組
合

出
雲
神
楽

〔第71回〕

　

神
々
が
集
う
神
話
の
ふ
る
さ
と
島
根
は
、
神
楽
の
宝
庫
と
い
わ
れ
「
出
雲
神
楽
」「
石
見
神
楽
」「
隠
岐
神
楽
」
の
三

つ
に
大
別
さ
れ
る
。

私
の
所
属
す
る
「
西
日
登
神
楽
社
中
」
は
「
出
雲
神
楽
」
を
演
じ
る
十
数
社
中
の
一
つ
で
、
文
久
元
年
頃
、
西
日
登
地

区
の
数
名
が
神
官
か
ら
「
神
楽
舞
」
を
習
い
、「
西
神
楽
」
と
称
し
て
活
動
を
始
め
た
の
が
、
最
初
と
い
わ
れ
て
い
る
。

戦
争
中
は
十
年
間
活
動
を
休
止
し
た
が
、
戦
後
再
開
し
、
昭
和
二
十
八
年
の
出
雲
大
社
正
遷
宮
の
際
神
楽
を
奉
納
し
、

宮
司
よ
り
「
出
雲
大
社
教
神
代
神
楽
師
」
の
称
号
を
賜
っ
た
。
以
来
、
毎
年
奉
納
を
行
っ
て
い
る
。

　

過
去
に
は
、
靖
国
神
社
や
金
毘
羅
八
幡
宮
に
も
奉
納
し
て
お
り
、
近
年
は
、
大
阪
、
愛
媛
、
広
島
な
ど
各
地
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
高
齢
者
施
設
に
出

か
け
て
い
る
。

　

演
目
は
二
十
種
あ
ま
り
。
そ
の
構
成
は
整
然
と
し
て
お
り
、
素
面
で
剣
や
榊
で
舞
台
や
観
客
を
清
め
祓
い
な
が
ら
舞

う
「
七
座
」
に
始
ま
り
、
面
を
付
け
て
演
目
を
舞
う
「
能
神
楽
」
に
移
る
。「
オ
ロ
チ
・
国
譲
・
香
久
山
・
国
造
・
天
神
記
・

茅
乃
輪
」
な
ど
は
人
気
の
演
目
だ
が
、
舞
台
の
場
所
や
時
間
が
制
限
さ
れ
た
り
、
観
客
の
年
齢
構
成
を
考
え
た
り
、
時

に
は
神
楽
フ
ァ
ン
の
リ
ク
エ
ス
ト
や
飛
び
入
り
に
応
え
な
が
ら
、
演
目
を
決
め
て
い
る
。

　

足
の
運
び
、
剣
の
捌
き
、
面
の
動
か
し
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
語
り
に
出
雲
弁
が
入
る
こ
と
も
。
演
目
に
よ
っ
て
、

飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
ハ
ー
ド
な
動
き
も
あ
る
が
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
た
と
感
じ
た
時
、
何
と
も
言
え
な
い
充
実
感
を

味
わ
っ
て
い
る
。

　

熱
気
溢
れ
る
神
楽
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
ご
ざ
っ
し
ゃ
い
（
下
さ
い
）
!!
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ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は
、

生
活
と
仕
事
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
相
乗
効
果
・
好
循
環
を
意

味
す
る
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
キ
ー
テ
ー
マ
と
し
て
、
女
性
活
躍

や
シ
ル
バ
ー
層
の
働
き
方
な
ど
に
つ

い
て
堤
講
師
の
講
演
を
も
と
に
全
員

で
考
察
し
た
。

　

最
後
に
木
多
俊
博
青
年
部
副
会
長

が
「
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
わ
れ

わ
れ
の
活
動
が
狭
ま
っ
て
い
る
。
今

を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

引
き
続
き
大
上
会
長
が
、
2 

0 

1 

9
年
度
事
業
を
総
括
。「
業
界
へ
の

定
着
」「
業
界
の
認
知
」
の
2
つ
の

大
項
目
に
基
づ
き
、
未
来
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
全
国
情
報
発
信
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
取
り
組
ん
で
き
た
各
種
事

業
の
経
過
と
成
果
を
報
告
し
た
。

　

未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
知

見
拡
充
勉
強
会
、
経
産
省
電
力
安
全

課
と
の
意
見
交
換
会
、
女
性
活
躍
推

進
お
よ
び
雇
用
環
境
改
善
に
向
け
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
報
告
。

　

全
国
情
報
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
取
り
組
み
の
経
過
報
告
と
第
4

回
全
国
青
年
部
会
員
大
会
の
概
要
に

つ
い
て
発
表
し
た
。

　

第
4
回
全
国
青
年
部
会
員
大
会

は
、
2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
3
月

5
日
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
ラ

イ
ブ
配
信
も
行
い
、
遠
隔
地
か
ら
の

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
な
大
会
を

目
指
し
て
い
る
。

　

2
0
2
0
年
度
の
事
業
方
針
は
、

引
き
続
き
「
業
界
へ
の
定
着
」「
業

界
の
認
知
」
を
柱
と
し
て
、
提
言
書

2
0
1
6
の
継
続
推
進
、
女
性
活
躍

推
進
・
雇
用
環
境
改
善
の
促
進
に
よ

　

会
議
に
先
立
ち
大
上
真
一
青
年
部

会
長
は
、「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
自
粛

ム
ー
ド
の
中
、
思
う
よ
う
に
青
年
部

活
動
を
進
め
ら
れ
な
い
地
域
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
青
年
部
協
議
会
も

様
々
な
事
業
が
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
わ
れ

わ
れ
も
新
し
い
時
代
に
即
し
た
事
業

の
開
催
を
模
索
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
新
し
い
時
代
に
向
け
て
検
討

を
重
ね
て
事
業
を
確
立
し
て
い
き
た

い
。
本
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
事
業
開
催
を
検
討

す
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

詳
細
は
、
実
施
事
業
抄
録

第
4
回
優
良
事
業
工
組
表
彰
の
17
頁
に
掲
載

　

電
気
工
事
に
つ
い
て
よ

り
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

青
年
部
が
中
心
と
な
り
能

登
地
区
組
合
員
か
ら
協
賛

を
募
り
、
能
登
地
区
の
電

気
工
事
店
を
紹
介
す
る
冊

子
を
作
成
し
た
。

　

冊
子
の
内
容
は
、
電
気

工
事
業
界
に
与
え
ら
れ
た

使
命
や
仕
事
で
の
達
成
感

等
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る

他
、
組
合
員
の
P
R
と
会

社
所
在
地
を
マ
ッ
プ
上
に

載
せ
一
目
で
ど
こ
に
あ
る

会
社
か
分
か
る
よ
う
に
し

た
。

1
・
工
業
高
校
生
の
多
く

が
地
元
に
あ
る
電
気
工
事

会
社
の
存
在
を
知
ら
な
い

の
で
知
ら
せ
た
い
。

2
・
生
徒
が
就
職
先
と
し

て
、
大
手
企
業
や
官
公
庁

に
目
を
向
け
て
い
る
現
実

に
対
し
、
能
登
に
も
魅
力

的
な
企
業
が
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
た
い
。

3
・
大
手
企
業
の
よ
う
に

自
社
で
の
会
社
案
内
は
作

シ
リ
ー
ズ
・
優
良
事
業
工
組

石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合

石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合

「
業
界
P
R
冊
子
」
の
作
成

れ
な
い
の
で
、
組
合
員
か

ら
協
賛
を
募
り
作
成
し
た
。

4
・
P
R
冊
子
を
作
成
す

る
こ
と
で
電
気
工
事
業
界

の
P
R
が
で
き
る
。

5
・
工
業
高
校
だ
け
で
な

く
普
通
高
校
や
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
も
置
い
て
も
ら
う
。

成
果
・
効
果

　

冊
子
は
数
年
ご
と
に
内

容
見
直
し
を
行
い
、
新
規

加
入
組
合
員
や
脱
退
組
合

員
な
ど
の
情
報
等
の
変
更

及
び
新
し
く
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
の
紹
介
を
す

る
。
冊
子
の
効
果
か
ら
か

新
卒
者
の
地
元
電
気
工
事

店
へ
の
就
職
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　

冊
子
は
能
登
地
区
全
て

の
高
校
に
配
布
し
た
他
、

地
区
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
も
設
置
を
依
頼
す
る
な

ど
幅
広
く
活
用
し
て
い
る
。

全国青年部協議会評議員会

　

全
日
電
工
連
全
国
青
年
部
協
議
会
評
議
員
会
が
9
月
15
日
に
全
日
電

工
連
会
館
を
ホ
ス
ト
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
今
回
は
初
の
試
み
と
な
る
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
で
実
施
。
評
議
員
会
に
は
全
国
の
青
年
部
代
表
が
全
員
参
加
し

て
、
2
0
1
9
年
度
事
業
総
括
や
今
年
度
の
事
業
方
針
な
ど
の
説
明
が

行
わ
れ
た
。ま
た
、「
理
想
の
会
社
と
は
？
〜
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

を
テ
ー
マ
に
ア
カ
デ
ミ
ー
も
実
施
し
た
。

る
人
材
定
着
に
向
け
た
業
界
理
解
促

進
交
流
事
業
の
実
施
、
官
公
庁
・
他

団
体
と
の
交
流
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
だ
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
は
、「
理
想
の
会
社

と
は
？
〜
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
」
を
テ
ー
マ
に
、
青
年
部
協
議
会

の
堤
雄
亮
理
事
が
講
演
を
行
っ
た
。

大上青年部会長

初の試み 『オンライン配信開催』 に対する参加者所感

今回のオンライン配信による評議員会の開催について、参加者からは、7割以上の好評の所感を得ら
れる結果となったが、いくつかの課題も浮かび上がることとなった。
　　　　　　　　　　　　　　　【オンライン配信での開催を好評価】（71%　35名/49名中）
　　　　　　　　　　　　　　　・内容を伝えるという点では問題なく達成できている。
　　　　　　　　　　　　　　　・今後もオンライン会議でも十分な理解度が得られる。
　　　　　　　　　　　　　　　・自社で参加できるのは移動や仕事への影響がなく助かる。
　　　　　　　　　　　　　　　・対面と変わらないくらい内容把握ができた。
　　　　　　　　　　　　　　　・自工組でも取り組みたい、全国的に必要なやり方である。
　　　　　　　　　　　　　　　【オンライン配信の課題】
　　　　　　　　　　　　　　　①オンライン開催だけではなく、対面開催も必要（12名/49名中）
　　　　　　　　　　　　　　　・意思疎通という点では対面開催も必要と感じる。
　　　　　　　　　　　　　　　・人間関係面を考えると、オンライン開催だけでは限界がある。
　　　　　　　　　　　　　　　・対面でコミュニケーションを取ることの必要性も改めて感じた。
　　　　　　　　　　　　　　　②オンライン開催の中でもコミュニケーションが必要（7名/49名中）
　　　　　　　　　　　　　　　・オンラインツールを活用しグループ分けで意見交換したい。
　　　　　　　　　　　　　　　・多数参加でもオンライン上で質疑応答の場が欲しい。
まとめ　1）情報伝達・意思伝達という点だけを考えればオンライン会議でも充分対応が可能。
　　　　2） オンラインだけでの開催では人と人との「絆」づくりには限界がある。対面とオンライ

ンを併用する必要がある。
　　　　3）オンラインの中でも、技術を駆使し参加者がアウトプットできる仕組み作りが肝要。

初の試み オンライン配信で開催初の試み オンライン配信で開催

回
の
評
議
員
会
は
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
と
な

っ
た
が
、
こ
の
経
験

を
次
に
活
か
す
こ
と

が
大
切
だ
。
さ
ら
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
た
め
、
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と

全
体
を
総
括
し
て
評

議
員
会
を
終
了
し
た
。 71%

23%

0% 6%

オンライン会議は今後も可能か？


